　　　　　　　　2021年度事業計画案
〔１〕事業活動の方針

障害のある人もない人も、共に生き、共に働くことができる場の運営、及び、一般社会への働きかけを通して、障害のある人もない人も、共に生き、共に働くことができる社会の実現を目指します。
〔２〕特定非営利活動に係わる事業の実施に関する事項

（１）理事会

年9回開催予定。出来るだけ多くの人の参加をお願いします。コッペは創業以来みんなで運営について話し合ってきました。ＮＰＯ法人を取得してから「理事会」という形をとっていますが、基本姿勢は変わらずにいます。多くの人の参加をお願いします。また、今年度新たに外部理事を2名お願いしました。忌憚のないご意見をいただきたいと思います。
課題　引き続き、今後の5年・10年の方向性の議論が必要　　　

（２）会員　　　　

＊目標　正会員　25名　　賛助会員150名　計175名
　　引き続き会員の拡大に努めます。認定ＮＰＯ法人の維持の為でもありますが、活動の支援者を増やす意味と収入増の意味合いもあります。

　認定の有効期間は2023年1月31日まで。更新申請は、2022年の総会が終わってから行うことになります。　

　しかし、認定になったからといって寄附金がすぐ増えるわけではありません。「認定」になっているという「営業」もする必要があります。　

　（３）会報「麦の穂」の発行
　年4回発行　　6月　　　9月　　　12月　　3月　　　発行部数250部
　　　情報の発信と共に会員の拡大に一番重要なものです。

随時原稿募集を行います。
　　　課題　編集担当　印刷　　　
（４）サポーター会員　　80名を目標　　

　　コッペを含む福祉事業所の製品のお届けをしています。会費は月2,000円。現在の全体の会員は159名。そのうちコッペは69名、年間でいうと160万強の売上になっています。作業的にも定期的に注文が見込めるため、大きな収入源の一つです。プラス200円の会費で発送も可能です。普段なかなか買いに来れないけど応援したいという方などに是非お勧めして下さい。
（５）就労継続支援Ｂ型事業所「コッペ」の運営　　　　　　　　
＊週５日　年間250日以上開設

＊パン・クッキー等の製造販売活動を通じて、障害者の社会参加の実践を図る。

＊パン・クッキー等の製造販売活動を通じて、健常者の福祉に対する理解の向上を図る。

＊従事者の予定人数　延べ2,000人

受益対象者の範囲及び予定人数　　障害のある人　延べ3,700人

＊ボランティア・実習生・見学者の受け入れ（随時）

＊地域への宣伝活動　　コッペショップを活用　
　　セール・松岡町福の市にて、定期的にチラシ入れを行う。
　　松岡町福の市は、松岡町内会の後援を得ています。　　　
　　＊売り上げ目標　　販売収入　20,000,000／年　　小売収入　2,500,000／年

　　　コロナウィルスの感染拡大を受け、区役所販売等、多くの販売の機会が減少しています。現在の状況がすぐに改善するとは思えません。土日のイベント販売の開催も今後どうなるか不明です。自主イベントとして福の市を継続していますが、カバーするにはいたりません。それでもやらなければ売り上げはなしです。今年度も他の事業所と協力して開催します。　　　

　　　ショコラクッキーやワタリスさん依頼のいちごクッキー、奏海の杜さんとのコラボの笑ＹＯＵクッキーなど、単独ではなく、共同で製造・販売する商品は好調です。
　　　新しい取引先としてＪＲフルーツパーク仙台あらはまさんにクッキーを置くことができました。「エフブンノイチ」の１Ｆには、福祉事業所の「食品」を扱う錦町まるふく商店もでき、錦町福の市の開催場所としても活用させてもらっています。
お楽しみパン会員は、現在25人となっています。1,000円から（800円の場合は
二人から）配達をします。こちらも心当たりにお声掛けをお願いします。
　　　それこそ今の時期だからこそ、サポーター・お楽しみパンといった宅配の良さを
宣伝していければと思います。
　　　長年パンの製造レシピは変えずにやってきています。コッペのパンの弱点として「固く」なりやすいことがあります。長年培ってきたものを変えることは容易ではありませんが、課題として検討していきたいと思います。
　　　　
＊訓練等給付費　　年間　31,000,000／年

2021年度より報酬改定がありました。就労継続支援Ｂ型は、引き続き平均工賃に応じた基本単価が設定されました。昨年のコッペの平均工賃36,000円は上から2番目の報酬単価になります。しかし、コロナ感染にともなう影響を考慮し、一昨年の平均工賃を用いることが認められています。一昨年のコッペの平均工賃51000円は一番上のランクになり、それに伴う現在のコッペの報酬単価は以下の通りです。

基本単位数702単位。目標工賃達成指導員配置加算89単位。合計791単位。この合計単価に、約10を掛けた7,910円が、障害メンバーが出席した一日当た
りの給付費になります。

　　2020年3月末の在籍は20名でしたが、現在の在籍は、18名です。一日当たりの平均では、14人となる見込みです。このままでは平均利用人数は2020年度より下がることになりますので、1名増員することしたいと思います。
　　
　　＊工賃について
　　　　昨年に引き続き、予算では約3割削減の数字を提示してあります。コッペが大事にしてきたことを崩すことでもあります。売り上げの状況を見ながら年度途中でも見直しをするか判断していきたいと思います。
（６）ＢＣＰ（事業継続計画）について
　　感染症や災害が発した場合でも、必要なサービスが継続して提供できる体制を作るため、業務継続に向けた計画等の策定・研修・訓練の実施が義務付けられます。ソレイユ等とも協力しながら2021年度内の策定をめざします。
　　令和6年義務化（令和3年4月～令和6年3月　経過措置のため努力義務）
（７）虐待防止について
　　　令和4年4月1日より、障害福祉サービス事業所等において、虐待防止員会・身体拘束等適正化委員会の設置・運営が義務化されます（令和3年は努力義務）。設置方法や運営方法等の詳細は現時点で国からは明示されておらず、提示された後連絡が来る予定。これもまた2021年度中に設置することを検討します。
（８）ボランティア等の受け入れ
現在のところ「高校生の夏ボラ体験」について連絡はありません。中学生の職場体
験についても不明です。依頼があった時にはこれまで同様に受け入れます。
（９）レクレーション
日帰り旅行を検討する。　時期については9月あたり　場所　未定
いちえさん食事会　　　　　アロマワークショップ
（10）ＮＰＯ法人フルハウスとの連携　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　障害者総合支援法の下では、ＮＰＯ法人フルハウスが、コッペとフリースペース
ソレイユを運営する形を取っています。今後も協力して障害福祉事業をすすめていき
ます。
＊図式すると以下の通りです。
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なお、フルハウスの総会は５月29日（土）。ソレイユにて行います。こちらにも
できるだけ参加して欲しいですし、フルハウスの会員にもなっていただきたいと思　います（年会費1000円）。
（11）新たな事業展開について
　　30周年の際の課題の一つとして現在の場が手狭であり、新たな場所が必要なのではという提案がありました。場をどうするのか、事業内容をどうするのか等、検討課題としたいと思います。
〔３〕他団体との連携
（１）ＮＰＯ法人共同連　
　引き続き全国の仲間とつながるとともに、新しい制度として認められた労働者協同組合についても学習する機会を設けたいと思います。
（２）みやぎアピール大行動実行委員会
　9月23日（木）開催決定。せんだいメディアテークオープンスクエア
　　（３）きょうされん宮城支部
　　（４）手をつなぐ育成会事業所協議会

　　（５）宮城県障害者小規模施設連絡会（県障連）
　　　　

　　　　　　
ＮＰＯ法人　フルハウス





フリースペースソレイユ


　就労継続支援Ｂ型　　32名


　生活介護　　　　　　8名


　　　　　　　　　　　計40名


　グループホーム　  　5名（男子）


　グループホーム2　　6名（男子）








コッペ


就労継続支援Ｂ型


　20名
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